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　【目的】心房中隔欠損症（ASD）の外科治療は、
すでに手術方法が確立し、手術成績も安定してい
る。しかし、手術術式の違いによる手術成績や術
後合併症についての報告は少ない。そこで、今回
はとくに40歳以上の高年齢者ASDに関して、欠損
孔の直接閉鎖群とパッチ閉鎖群に分類し、手術成
績と術後合併症について比較検討した。
　【方法】対象は1981年3月から1994年8月までに、
当センターで手術を施行した40歳以上のASD48例
で、欠損孔を直接閉鎖した群（A群）32例と、パ
ッチ閉鎖した群（B群）16例である。両群におい
て、術前後の症状（NY　HA心機能分類）・心胸郭
比・心電図・心エコー・術後合併症等を比較検討
した。
　【結果】B群では年齢、肺動脈圧、Pp／Psが有意
に高く、欠損孔面積も有意に大きかった。又、弁
置換術・冠動脈バイパス術などの同時手術を行っ
た症例もB群に多く、重症例が多い傾向にあった。
パッチ閉鎖の一例に脳梗塞による死亡を認めた。
　【考察】B群において死亡した症例は、術後1週
間目に心房細動となり、その後に脳梗塞を発症、
術後10日目に失った。パッチ閉鎖との因果関係は
不明であったが、血栓形成による脳塞栓も否定で
きなかった。しかし、一般的に、馬心膜パッチの
抗血栓性については臨床的に抗凝固療法を要さな
いといわれており、今後も検討が必要であると考
えられた。
　　【まとめ】高年齢者ASDの中には心不全により
重篤な症状を呈するものもみられるが、当センタ
ーでは術後良好な経過をとり、症状の改善を認め
た。このことから、高度の肺血管病変や心臓以外
の他臓器機能障害を合併していないものは、手術
治療を行うべきであると考えられ、とくにパッチ
を使用することにより欠損孔の大きなものや中隔
組織に問題のあるものにも比較的安全に手術を行
えると考えられた。
［目的］Palmaz－Schatz　stentの有用性を検討
する．
［対照］　当院において昨年7月から本年3月
末までに初回PTCAにてその後dissection
またはrestenosisを来した為ste皿t留置
した30症例（男性22名．女性8名）．
［方法］conventional　method　27例，
bear　stent　3例．
［結果］留置の箇所は，Seg．690Xが圧倒的に
多かった（57％）、Stent留置後の確認CAG（3
ヶ月後）を施行した15症例においては，再狭
窄（一）が87％（13症例），4ヶ月後に胸部症状
出現にて狭窄を認めた症例が2例であった．
［考案］今まではCABG適応となっていた
emergcneyのLMTやSeg．690～100二stenosis
に対し，簡便さと再狭窄率の低さから，今後は
stent留置術によるbait。ut等も考慮される
べきと考えちれた．
（40）
